
牛の発情開始をいち早く知り、最良の人工授精日時を知らせるシステムを開発。
全国880件以上で既に導入済み。

発情発見システム「牛歩」

牛の行動量を測るシステム。行動量から牛の発情、疾病が分かる。牛の足首に取り付けたセ
ンサーから無線を利用して受信機にデータが取り込まれ、そのデータをパソコンで解析するこ
とにより牛の状態を知ることが出来るもの。牛のデータを入力することにより牧場全体の状況
把握も可能。現在、雄・雌の産み分けのノウハウも取得している。
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農家の経営安定化へ貢献

これまでは、牛の発情発見は目視で行っており、昼間は70％見つけることが出来ても、夜
間では10％程度であった。夜間で70%、昼間で30%であるので目視での発情発見は非常に
困難であった。発情発見システム｢牛歩｣は24時間発情を監視し、発情の発見率は95％に達し
ている。発情開始から算出した人工授精適期も知らせてくれるので受胎率も向上している。和
牛の分娩間隔は全国平均で420日であったが「牛歩」を導入した農家では約60日も短縮して
1年1産の実績が上がり農家の収入増となり、離農の食い止めにもなっている。

規模に応じたシステム構築

牛10頭未満の農家から数千頭を保有する牧場まで対応する為に、2種類のシステム、複数の
媒体を提供。システムの組み合わせでどのような牧場にも対応可能。また媒体の多様化により、
複数牧場の管理も可能。

牛に取り付けられた牛歩 パソコンに表示された歩数グラフ




